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化学変化・原子分子 名前

問1 密閉された容器の中で物質を燃焼させる実験を行う際、反応後の質量や物質の状態について述べた文として適切なものを選択してください。
（2019年 愛知県公立入試 類似）

1. 反応前後で物質全体の体積が常に
一定に保たれるため、質量も変化し
ない

2. 反応の前後で原子の組み合わせが
変わり別の物質ができるが、全体の
質量は変わらない

3. 燃焼によって新しい原子が生成さ
れるため、反応後の質量はわずかに
増加する

4. 激しい化学反応が起こると原子の
一部がエネルギーに変わるため、質
量は減少する

問2 鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜ合わせたあと、混合物の一部を試験管に入れ、混合物の上部を加熱しました。反応が終わって冷えたあとに残った
黒い物質（硫化鉄）にうすい塩酸を加えたとき、発生する気体の名称とその特徴の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年

山梨県公立入試 類似）

1. 水素が発生し、卵の腐ったような
特有のにおいがある。

2. 硫化水素が発生し、卵の腐ったよ
うな特有のにおいがある。

3. 水素が発生し、においはない。 4.
硫化水素が発生し、においはない。

問3 水などの溶媒に物質が溶ける最大限の質量を溶解度といいます。硝酸カリウム水溶液の温度を下げることで、この溶解度が減少するために溶け
きれなくなった物質が再び固体として現れる現象、およびその質量のことをそれぞれ何といいますか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 現象：析出、質量：析出量 2. 現象：蒸発、質量：残渣 3. 現象：溶解、質量：溶解度 4. 現象：凝固、質量：密度

問4 鉄粉と硫黄の混合物を加熱して別の物質に変化させたとき、反応後の物質が持つ性質について述べたものとして、最も適切なものはどれですか
。 （2021年 島根県公立入試 類似）

1. 磁石を近づけると、加熱前の混合
物のときよりも強く引きつけられる

2. 加熱前と同様に、薬さじでこする
と特有の金属光沢が現れる

3. 水に溶かすと、鉄がイオンとなっ
て溶け出し、青色の水溶液になる

4. 磁石を近づけても引きつけられな
くなる

問5 一定の量のうすい塩酸に石灰石を加えていく実験において、石灰石を3.00g加えたときに二酸化炭素が1.32g発生し、それ以降は石灰石の質量を
増やしても二酸化炭素の発生量は1.32gのまま一定となりました。石灰石を4.00g加えた際、二酸化炭素の発生量が増えなくなった理由として正
しい説明を選びなさい。 （2022年 青森県公立入試 類似）

1. 石灰石がすべて反応し、塩酸が容
器の中に残っているため

2. 石灰石と塩酸の質量の合計が、反
応前後で変化しなくなったため

3. 塩酸がすべて反応し、石灰石が容
器の中に残っているため

4. 発生した二酸化炭素の体積が大き
くなり、それ以上反応が進まなくな
ったため

問6 黒色の酸化銅と炭素の粉末を混ぜ合わせて試験管に入れ、十分に加熱したときに起こる化学変化を化学反応式で表したものとして、正しいもの
はどれですか。 （2025年 和歌山県公立入試 類似）

1. 2CuO + C → 2Cu + CO2 2. CuO + C → Cu + CO 3. 2CuO + 2C → 2Cu + CO2 4. CuO + C → Cu + CO2

問7 一定の質量の炭素粉末と、さまざまな質量の酸化銅を混ぜ合わせて加熱し、酸化銅を還元させて銅を取り出す実験を行いました。このとき、加
えた酸化銅の質量と、得られた銅の質量の関係を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2020年 富山県公立入試 類似）

1. 炭素と反応して銅が生成されるた
め、酸化銅の質量を増やすほど、得
られる銅の質量は減少していく

2. 加えた酸化銅の質量に関わらず、
得られる銅の質量は常に炭素の質量
と同じになる

3. 酸化銅の質量を増やすほど、得ら
れる銅の質量も際限なく比例して増
加する

4. 酸化銅がある一定の質量に達する
までは、銅の生成量は比例して増加
するが、その後は一定になる

問8 試験管に入れた黒色の酸化銀の粉末をガスバーナーで加熱したところ、気体が発生し、試験管の底には白い物質が残りました。この実験の観察
結果と、発生した物質の性質についての説明として正しいものはどれですか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 発生した気体は特有の刺激臭があ
り、残った白い物質をたたくともろ
く砕け散る。

2. 発生した気体に火を近づけると音
を立てて燃え、残った白い物質は電
流をまったく通さない。

3. 発生した気体に火のついた線香を
近づけると線香が激しく燃え、残っ
た白い物質をたたくとうすく広がる
。

4. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、残った白い物質をみがくと
特有の光沢が現れる。

問9 酸化銅と炭（炭素）の粉末を混ぜ合わせて加熱すると、酸化銅は酸素を奪われて銅に変化し、同時に炭素は酸素と結びついて気体が発生します
。このように、酸化物から酸素が奪われる化学変化の名称と、この実験で発生する気体の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2018年

佐賀県公立入試 類似）

1. 還元が起こり、二酸化炭素が発生
する

2. 分解が起こり、水素が発生する 3. 酸化が起こり、二酸化炭素が発生
する

4. 還元が起こり、酸素が発生する

問10 物質が酸素と結びつく化学変化を酸化といいますが、その中でも光や熱を出しながら激しく反応する現象を何と呼びますか。 （2025年 福岡県公立入試

類似）

1. 中和 2. 還元 3. 分解 4. 燃焼

問11 エタノールを燃焼させたときに発生する物質を確認する方法として、適切な手順と結果の説明はどれか。 （2026年 岐阜県公立入試 類似）

1. 発生した気体を石灰水に通すと変
化はなく、付近に生じた液体を塩化
コバルト紙につけると赤色から青色
に変わる。

2. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、付近に生じた液体を塩化コ
バルト紙につけると青色から赤色に
変わる。

3. 発生した気体に火を近づけると爆
発して燃え、付近に生じた液体を石
灰水に入れると白く濁る。

4. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、付近に生じた液体を青色リ
トマス紙につけると赤色に変わる。

問12 鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜ合わせ、試験管に入れて加熱したところ、鉄原子と硫黄原子が結びついて新しい物質ができました。このように、
物質が硫黄と結びつく化学変化を何といいますか。また、この実験で生成された物質の名称として適切なものを次の中から選びなさい。 （2016年

長崎県公立入試 類似）

1. 変化の名称：分解、物質の名称：
硫黄鉄

2. 変化の名称：酸化、物質の名称：
酸化鉄

3. 変化の名称：硫化、物質の名称：
硫化鉄

4. 変化の名称：還元、物質の名称：
硫化鉄

問13 20.0立方センチメートルのうすい塩酸と3.50グラムの炭酸カルシウムが過不足なく反応して気体が発生するとき、同じ濃度のうすい塩酸を40.0
立方センチメートル使用した場合、これと過不足なく反応するために必要な炭酸カルシウムの質量を求めなさい。 （2018年 兵庫県公立入試 類似）

1. 14.00グラム 2. 7.00グラム 3. 1.75グラム 4. 3.50グラム
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

反応の前後で原子の組み合わせが変わり別の
物質ができるが、全体の質量は変わらない

化学変化において、反応物と生成物で体積が変化することは一般的ですが、質量については常
に一定に保たれます。これは、化学変化が原子の再配置に過ぎず、反応に関与する原子の種類
と数が厳密に維持されるためです。したがって、密閉容器のように物質の出入りがない系では
、どのような激しい反応が起きても全体の質量は不変です。

問2 答え 2
硫化水素が発生し、卵の腐ったような特有の
においがある。

鉄粉と硫黄が化学反応を起こして生成された硫化鉄にうすい塩酸を加えると、硫化水素が発生
します。硫化水素は「卵の腐ったようなにおい」と表現される特有の刺激臭を持つ気体です。
加熱前の鉄粉と硫黄の混合物に塩酸を加えた場合は、鉄と塩酸が反応して無臭の水素が発生し
ますが、硫化鉄になると性質が変化します。

問3 答え 1
現象：析出、質量：析出量

温度による溶解度の差を利用して、溶液の中に溶けていた溶質を固体として取り出すことを析
出といいます。特に一度溶かした物質を再び結晶として取り出す操作は再結晶と呼ばれます。
このとき現れた固体の質量のことを析出量と呼び、高校入試においても計算問題として頻出の
用語です。

問4 答え 4
磁石を近づけても引きつけられなくなる

加熱前の混合物に含まれる鉄粉は磁石に引きつけられる性質を持っていますが、加熱によって
硫黄と結びつき硫化鉄という別の物質になると、鉄本来の性質は失われます。そのため、反応
後の物質に磁石を近づけても引きつけられません。

問5 答え 3
塩酸がすべて反応し、石灰石が容器の中に残
っているため

石灰石の質量を増やしても二酸化炭素の発生量が増えなくなったということは、もう一方の反
応物である塩酸がすべて使い切られたことを意味します。この実験では、石灰石3.00gを加え
た時点で用意していた塩酸がすべて反応し尽くしたため、それ以上石灰石を加えても反応が起
こらず、石灰石が未反応のまま残ることになります。

問6 答え 1
2CuO + C → 2Cu + CO2

化学反応式の前後では、原子の種類と数は変化しません。生成物として二酸化炭素（CO2）が
発生するため、反応物である酸化銅（CuO）は酸素原子の数を合わせるために2分子必要とな
ります。これに伴い、生成される銅（Cu）も2原子となるため、係数は 2CuO + C → 2Cu +
CO2 となります。

問7 答え 4
酸化銅がある一定の質量に達するまでは、銅
の生成量は比例して増加するが、その後は一
定になる

化学反応において、反応する物質どうしの質量の比は常に一定です。炭素の量を固定している
場合、その炭素と過不足なく反応できる酸化銅の量には上限があります。炭素が残っている間
は、酸化銅を加えるほど比例して銅の生成量が増加しますが、炭素がすべて反応しきった後は
、それ以上酸化銅を加えても反応が起きないため、銅の生成量は一定となります。

問8 答え 3
発生した気体に火のついた線香を近づけると
線香が激しく燃え、残った白い物質をたたく
とうすく広がる。

酸化銀を熱分解すると、酸素と銀が発生します。酸素には物を燃やすのを助ける性質（助燃性
）があるため、火のついた線香を入れると激しく燃えます。また、試験管に残る銀は金属であ
るため、たたくとうすく広がる性質（展性）や、みがくと光る性質（金属光沢）、電流を通す
性質（導電性）を持っています。石灰水を白く濁らせる二酸化炭素や、爆発的に燃える水素は
、この反応では発生しません。

問9 答え 1
還元が起こり、二酸化炭素が発生する

酸化銅から酸素が取り除かれて銅に変化する反応は還元と呼ばれます。同時に、炭素が酸素と
結びつくことで二酸化炭素が発生します。このとき、酸化銅は還元され、炭素は酸化されてい
るという関係にあります。

問1
0

答え 4
燃焼

物質が酸素と結びつく反応は酸化と呼ばれますが、そのうち急激に反応が進み、光や熱を放出
するものを特に燃焼といいます。例えば、木炭を空気中で熱して二酸化炭素ができる反応など
がこれに該当します。

問1
1

答え 2
発生した気体を石灰水に通すと白く濁り、付
近に生じた液体を塩化コバルト紙につけると
青色から赤色に変わる。

エタノールの燃焼によって生成される物質は二酸化炭素と水です。二酸化炭素は石灰水を白く
濁らせる性質があり、水は青色の塩化コバルト紙を赤色（桃色）に変化させる性質があるため
、これらの方法で生成物を確認することができます。

問1
2

答え 3
変化の名称：硫化、物質の名称：硫化鉄

鉄と硫黄が結びついて別の物質になる化学変化を硫化といい、その結果生じた物質を硫化鉄と
呼びます。これは2種類以上の物質が結びついて、別の1種類の物質ができる「化合」という反
応の一種でもあります。鉄と酸素が結びつく反応である「酸化」とは区別する必要があります
。

問1
3

答え 2
7.00グラム

化学変化に関係する物質の量の間には質量の比例関係が成り立ちます。20.0立方センチメート
ルの塩酸に対して3.50グラムの炭酸カルシウムが反応する場合、塩酸の体積が2倍の40.0立方
センチメートルになれば、反応する炭酸カルシウムの質量も2倍になります。したがって、3.5
0グラムを2倍した7.00グラムが過不足なく反応する質量となります。


